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志
水
文
庫
蔵
の
大
津
絵
と

大
原
神
社
の
絵
馬
「
踊
り
子
図
」
目
録

大
津
絵
に
つ
い
て
付
タ
リ
展
示
の
趣
旨

志
水
文
庫
の
資
料
に
は
、
江
戸
時
代
の
大
津
絵
６
点

展
示

～

、

・

)

、
明

(

15
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20
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治
時
代
の
大
津
絵

点(
展
示

-

～

)

が
あ
る
。
志
水
文
庫
の
旧
蔵
者
で
あ
る
信
多

10

3

1

10

純
一
先
生
は
、
近
松
門
左
衛
門
作
の
浄
瑠
璃
『
傾
城
反
魂
香
』(

展
示

)

に
つ
い
て
の

10

論
考
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
文
中
に
現
れ
る
大
津
絵
の
画
題
に
言
及
（

の
パ
ネ
ル
参

10

照
）、
以
後
、
大
津
絵
に
深
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
集
大
成
が
、2

0

0
9

年
に
思
文
閣
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
祈
り
の
文
化
―
大
津
絵
模
様
・
絵
馬
模
様
―
』
と

い
う
著
書
に
な
る
。
こ
の
本
の
中
で
、「
藤
娘
の
ル
ー
ツ
」
と
し
て
福
知
山
市
三
和
町
に

あ
る
大
原
神
社
の
絵
馬
「
踊
り
子
図
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
大
原
神

社
宮
司
の
御
厚
意
に
よ
り
、
そ
の
貴
重
な
絵
馬
「
踊
り
子
図
」(

展
示

)

も
展
示
す
る
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こ
と
が
で
き
た
。

大
津
絵
は
、
京
都
と
近
江
の
境
で
あ
る
追
分
の
地
で
、
近
世
以
来
土
産
物
と
し
て
売

ら
れ
て
き
た
素
朴
な
絵
画
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
こ
と
は
分
か

ら
な
い
が
、
現
存
す
る
大
津
絵
で
は
、
寛
永
期
に
描
か
れ
た
「
雨
宝
童
子
」（
大
津
歴
史

博
物
館
蔵
）
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
寛
文
元
年(

1
6
6
1
)

刊
の
『
似

我
蜂
物
語
』
に
「
大
津
あ
は
た
口
の
道
に
て
売
天
神
の
御
影
を
ひ
つ
は
り
」
と
あ
る
の

が
文
献
に
現
れ
る
早
い
例
と
な
る
。
大
津
絵
関
連
の
文
献
で
は
必
ず
引
用
さ
れ
る
、
松

尾
芭
蕉
の
句
「
大
津
絵
の
筆
の
は
じ
め
は
何
仏
」
は
特
に
有
名
で
あ
る
が
、
俳
諧
・
狂

歌
に
は
大
津
絵
を
詠
ん
だ
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
ま
た
文
学
作
品
の
中
に
も
、
大

津
絵
を
取
り
込
ん
だ
も
の
が
多
く
あ
る
。
土
産
物
と
し
て
売
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

大
津
絵
の
画
題
は
近
世
の
文
化
に
様
々
な
形
で
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
津
絵
の
創
始
者
に
つ
い
て
は
、「
浮
世
又
平
」
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
い
う
伝
説
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
後
の
解
説
パ
ネ
ル
で
述
べ
る
が
、
浄
瑠
璃
『
傾
城
反
魂
香
』
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
伝
説
で
あ
る
。
こ
の
浮
世
又
平
創
始
者
説
に
関
す
る
考
証
は
す
で
に
江
戸

時
代
に
始
ま
っ
て
い
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
こ
う
し
た
関
連
作
品
や
大
津
絵
の
作
者

を
考
証
し
た
書
籍
も
展
示
し
て
い
る
。

大
津
絵
の
画
題
に
は
、
宗
教
性
の
強
い
も
の
と
世
俗
的
な
も
の
と
が
あ
る
。
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
「
藤
娘
」「
鬼
の
念
仏
」
な
ど
は
、
後
者
の
代
表
例
で
あ
ろ
う
。
初
期
の
大

津
絵
は
宗
教
的
な
も
の
で
、
そ
れ
が
次
第
に
世
俗
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
志
水
文
庫
蔵
の
江
戸
時
代
の
大
津
絵
は
、
す
べ
て
宗

教
性
の
強
い
も
の
す
な
わ
ち
、
仏
画
４
点
と
神
像
画
２
点
か
ら
な
る
。
こ
れ
は
、
信
多

先
生
が
、
大
津
絵
だ
け
で
は
な
く
近
世
の
神
仏
版
画
の
蒐
集
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
と
関

連
す
る
。

近
世
後
期
に
は
、
大
津
絵
そ
の
も
の
は
廃
れ
て
し
ま
う
が
、
近
代
に
な
る
と
大
津
絵

の
再
評
価
が
始
ま
る
。
日
本
画
家
や
洋
画
家
の
中
に
大
津
絵
に
着
目
す
る
も
の
が
顕
れ

る
。
そ
し
て
、
民
藝
運
動
の
柳
宗
悦
は
、
大
津
絵
を
「
民
画
」
と
位
置
づ
け
て
そ
の
再

評
価
を
行
う
の
で
あ
る
。
柳
宗
悦
の
大
津
絵
研
究
『
初
期
大
津
絵
』(

1
9
2
9
)

は
、
現
在

も
大
津
絵
研
究
の
必
読
書
、
基
本
図
書
と
し
て
読
ま
れ
続
け
て
い
る
。
同
時
代
の
篆
刻

家
楠
瀬
日
年
も
ま
た
、
大
津
絵
の
研
究
に
携
わ
り
、
江
戸
時
代
の
大
津
絵
を
模
写
、
そ

れ
を
木
版
刷
り
と
合
羽
刷
り
に
し
た
『
大
津
絵
』
を
一
九
二
〇
年
に
上
梓
し
て
い
る
。

こ
の
本
の
中
に
は
、
現
存
し
な
い
大
津
絵
の
画
題
が
い
く
つ
も
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
近
年
、
大
津
絵
は
再
び
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年

ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
氏
著
『
大
津
絵
民
衆
的
諷
刺
の
世
界
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）

が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
れ
は
大
津
絵
の
研
究
書
で
あ
り
な
お
か
つ
先
述
し
た
楠
瀬
日
年
の

『
大
津
絵
』
の
紹
介
で
も
あ
る
。
二
〇
一
七
年
一
二
月
美
術
雑
誌
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

』

号
で
は
、
大
津
絵
の
特
集
が
組
ま
れ
、
大
津
絵
に
関
す
る
様
々
な
知
見
が
提
示
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さ
れ
た
。

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
セ
ン
タ
ー
で
も
、
志
水
文
庫
の
大
津
絵
と
大
津
絵
に
関
わ

る
い
く
つ
か
の
資
料
を
組
み
合
わ
せ
た
展
示
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

★
・
本
展
示
の
資
料
は
、
大
原
神
社
の
絵
馬
と
数
点
の
洋
装
本
を
除
く
と
、
す
べ
て
志
水
文
庫
蔵
、
す

な
わ
ち
信
多
純
一
先
生
に
よ
る
蒐
集
品
で
あ
る
。

・
本
展
示
の
解
説
は
、
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
研
究
員
川
端
咲
子
に
よ
る
が
、
解
説
執

筆
に
際
し
て
は
、
個
別
に
は
記
し
て
い
な
い
が
、
信
多
純
一
著
『
祈
り
の
文
化
』、
ク
リ
ス
ト
フ

・
マ
ル
ケ
著
『
大
津
絵
』、
美
術
雑
誌
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

』

号
所
収
の
諸
氏
の
論
考
を
参
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36

考
に
し
た
。

・
大
津
絵
の
画
題
に
関
し
て
は
、
右
記
二
書
に
依
っ
た
。
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１

大
津
追
和
気

『
稀
書
複
製
会
叢
書
』「
追
分
絵
」
よ
り

宝
永
六
年
頃
刊
行
の
絵
俳
書
。
序
文
を
半
時
庵
淡
々
が
記
す
。
珍
舎
編
、
等
碩
画
。

大
津
絵
の
画
題
四
十
二
種
に
句
を
寄
せ
た
も
の
。
当
時
の
大
津
絵
の
画
題
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
。

２

狂
歌
画
本
大
津
み
や
げ
（
稀
書
複
製
会
本
）

安
永
九
年
刊
行
の
狂
歌
絵
本
。
白
縁
斎
梅
好
編
、
大
坂
塩
屋
三
郎
兵
衛
刊
。
刊
年
は

な
い
が
、
序
文
か
ら
安
永
九
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

大
津
絵
の
画
題
三
十
六
種
に
狂
歌
を
添
え
て
い
る
。
大
津
絵
は
、
大
津
在
の
絵
師
権

次
に
描
か
せ
た
ら
し
く
、
１
の
『
大
津
追
和
気
』
と
は
異
な
り
、
大
津
絵
師
の
描
い

た
絵
で
あ
る
点
が
貴
重
で
あ
る
。

３

明
治
二
十
七
年
版

大
津
絵
十
種

日
本
画
家
の
久
保
田
米
僊
が
制
作
し
た
彩
色
木
版
。

近
代
の
日
本
画
・
西
洋
画
の
画
家
達
に
は
、
大
津
絵
に
興
味
関
心
を
抱
い
た
者
が
少

な
か
ら
ず
い
た
。
こ
の
大
津
絵
十
種
は
、
日
本
画
家
の
久
保
田
米
僊
が
明
治

年
に
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制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
津
絵
十
図
は
い
ず
れ
も
大
津
絵
の
画
題
を
踏
襲
し
て
お

り
、「
米
僊
筆
」
と
書
か
れ
て
朱
印
「
へ
い
せ
む
」
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
下
部
に

は
、「
明
治
廿
七
年
六
月
廿
日
発
行

近
江
國
滋
賀
郡
大
津
町
大
字
橋
本
第
五
十
三
屋

鋪
著
作
者
兼
発
行
人
中
川
利
助
／
同
縣
同
郡
同
町
同
番
地
中
川
印
刷
所

同
縣
同
國

同
郡
同
町
大
字
下
北
國
第
五
十
四
番
屋
鋪
印
刷
人
西
村
貞
二
郞
」
と
あ
る
。

４

東
海
道
名
所
図
会

大
本

六
巻
六
冊

秋
里
籬
島
著

寛
政
九
年
十
一
月
刊

『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
と
『
東
海
道
名
所
図
会
』(

パ
ネ
ル
展
示
）
の
「
追
分
」
に

は
、
大
津
絵
を
売
る
店
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
で
は
追

分
の
風
景
が
描
か
れ
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
は
大
津
絵
の
店
が
拡
大
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
ど
ち
ら
も
壁
に
大
津
絵
が
掛
け
ら
れ
、
店
頭
で
絵
師
が
大
津
絵
を
描
い
て

い
る
様
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

５

や
し
な
ひ
草

初
編

半
紙
本

二
巻
一
冊

心
学
書

天
明
四
年

京
山
本
長
兵
衛
他
刊

脇
坂
義
堂
著

下
河
辺
拾
水
画

『
や
し
な
ひ
草
』
著
者
の
脇
坂
義
堂
は
心
学
者
手
島
堵
案
の
門
人
。
大
津
絵
の
「
瓢

箪
鯰
」「
提
灯
に
釣
鐘
」
な
ど
に
道
歌
を
添
え
て
、
教
訓
を
示
し
て
い
る
。

６

近
世
奇
跡
考

半
紙
本

五
巻
二
冊

山
東
京
伝
著
の
考
証
随
筆

文
化
元
年
五
月
序

志
水
文
庫
蔵
本
は
明
治
の
後
印
本

『
近
世
奇
跡
考
』
で
は
、
浮
世
絵
の
創
始
者
と
目
さ
れ
る
浮
世
又
平
と
岩
佐
又
兵
衛

に
関
す
る
考
察
が
さ
れ
て
い
る
。
京
伝
は
こ
の
他
に
『
骨
董
集
』
で
も
「
大
津
絵
の

仏
像
」
と
い
う
項
目
で
大
津
絵
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

７

好
色
一
代
男

巻
三

大
本

一
冊

井
原
西
鶴
作
浮
世
草
子

天
和
二
年
刊

巻
三
ノ
四
「
集
礼
は
五
匁
の
外
」
に
は
「
（
屏
風
の
）
押
絵
を
見
れ
ば.

花
か
た
げ
て.

吉
野
参
の
人
形
．
板
木
押
の
弘
法
大
師
．
鼠
の
嫁
入
．
鎌
倉
團
右
衛
門
．
多
門
庄
左

衛
門
が
．
連
奴
．
こ
れ
み
な
．
大
津
の
追
分
に
て
．
書
し
物
ぞ
か
し
」
と
い
う
一
文

が
あ
る
。
必
ず
し
も
大
津
絵
の
画
題
と
は
一
致
し
な
い
が
、「
大
津
の
追
分
」
で
書
か

れ
た
絵
と
あ
る
の
で
、
大
津
絵
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

８

偐
紫
田
舎
源
氏

二
編
上
冊

中
本

三
十
八
編
七
十
四
冊

柳
亭
種
彦
著

歌
川
国
貞
画

二
編
刊
行
は
天
保
七
年

江
戸
鶴
屋
喜
右
衛
門
刊

『
源
氏
物
語
』
の
世
界
を
足
利
義
政
の
時
代
へ
移
し
て
描
い
た
長
編
合
巻
。
文
政
十

二
年
か
ら
天
保
十
三
年
成
立
。
二
編
上
冊
の
見
返
し
に
大
津
絵
の
画
題
「
鷹
匠
」
の

軸
が
描
か
れ
て
い
る
。

大
津
絵
と
演
劇
、
大
津
絵
と
浮
世
又
平

『
伊
勢
参
宮
名
所
記
』
に
は
「
昔
土
佐
の
弟
子
浮
世
又
平
と
い
ふ
者
此
所
に
住
て
旅

客
に
絵
を
鬻
ぎ
し
よ
り
以
来
今
に
此
地
の
名
物
と
は
な
れ
り
」
と
記
し
た
後
に
「
是
何

の
書
に
も
見
る
事
な
し
全
く
近
松
門
左
衛
門
が
戯
作
よ
り
か
く
名
高
く
な
り
た
る
な
る

べ
し(

以
下
略)

」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
（
展
示
４
参
考
資
料
）。
大
津
絵
の
創
始
者
が
浮
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世
又
平
で
あ
る
と
い
う
伝
説
は
、
近
世
を
通
じ
て
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
。

こ
の
「
近
松
門
左
衛
門
が
戯
作
よ
り
」
名
高
く
な
っ
た
浮
世
又
平
と
は
、
近
松
門
左

衛
門
作
の
人
形
浄
瑠
璃
『
傾
城
反
魂
香
』（
宝
永
五
年
竹
本
座
初
演
→
展
示

）
の
登
場

10

人
物
で
あ
る
。『
傾
城
反
魂
香
』
の
中
で
又
平
が
活
躍
す
る
の
は
上
の
巻
の
後
半
で
あ
る
。

浮
世
又
平
は
土
佐
光
信
の
弟
子
で
あ
る
が
、
生
来
吃
り
で
、
大
津
追
分
で
土
産
物

の
絵
を
描
い
て
生
計
を
得
て
い
る
。
師
の
光
信
の
元
へ
恒
例
の
機
嫌
伺
い
に
行
き
、

弟
弟
子
の
修
理
之
介
が
土
佐
の
名
字
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
聞
く
。
自
分
に
も
土
佐

の
名
字
を
と
願
う
が
許
さ
れ
ず
、
死
後
に
名
が
残
る
よ
う
に
と
一
念
を
込
め
て
手

水
鉢
に
自
画
像
を
描
く
と
、
そ
の
筆
勢
が
石
の
裏
に
ま
で
届
く
と
い
う
奇
瑞
を
見

せ
る
。
こ
れ
を
見
た
師
は
又
平
に
土
佐
又
平
光
起
の
名
を
許
し
、
佐
々
木
家
の
姫

君
銀
杏
の
前
を
救
出
し
に
行
く
よ
う
に
と
命
じ
る
。

出
立
し
よ
う
と
す
る
又
平
の
所
ヘ
、
銀
杏
の
前
が
逃
げ
込
ん
で
く
る
。
不
破
伴
左

衛
門
ほ
か
の
追
っ
手
が
来
る
中
、
又
平
が
生
計
の
た
め
に
描
い
て
い
た
絵
か
ら
、

絵
柄
が
抜
け
出
し
て
追
っ
手
を
散
々
な
目
に
あ
わ
せ
る
。

近
松
門
左
衛
門
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
浮
世
又
平
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
モ
デ

ル
が
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
近
松
以
後
独
立

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
演
劇
・
文
学
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。（
→
展
示

参
照
）

11

現
在
文
楽
や
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
る
の
は
、「
土
佐
将
監
光
信
の
庵
の
場
」
の
み
で
あ

る
が
、
後
世
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
後
の
「
逢
坂
関
又
平
の
住
家
の
場
」

で
あ
っ
た
。
又
平
が
描
い
た
絵
、
す
な
わ
ち
大
津
絵
か
ら
絵
の
精
が
抜
け
出
す
と
い
う

趣
向
が
、
演
劇
や
文
学
に
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
特
に
歌
舞
伎
で
は
、
大
津
絵
の
精
が
次

々
と
登
場
す
る
変
化
舞
踊
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

当
初
は
、『
傾
城
反
魂
香
』
と
共
に
上
演
さ
れ
た
り
、
浮
世
又
平
が
登
場
す
る
歌
舞
伎

と
共
に
上
演
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
浮
世
又
平
の
物
語
か
ら
は
独
立
し
た
舞
踊
と
し

て
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
は
大
津
絵
か
ら
抜
け
出
し
た
精
と
い
う

本
来
の
性
格
か
ら
も
離
れ
、
単
体
で
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
文
政
九
年(

1
8
2
6
)

中

村
座
で
『
傾
城
反
魂
香
』
の
後
に
上
演
さ
れ
た
変
化
舞
踊
『
哥
へ
す
哥
へ
す
余
波
大
津

絵
』
の
中
の
一
所
作
事
で
あ
っ
た
「
藤
娘
」
が
、
現
在
は
単
体
の
所
作
事
と
し
て
上
演

さ
れ
て
い
る
の
な
ど
は
よ
い
例
で
あ
ろ
う
。

９

江
戸
中
村
座
の
辻
番
付

寛
政
三
年(

一
七
九
一
）
五
月
上
演
。
上
演
演
目
は
「
艶
容
浪
花
姓
」
と
「
五
月
菊
名

大
津
絵
」。
所
作
事
の
「
五
月
菊
名
大
津
絵
」
も
、
大
津
絵
の
精
が
絵
か
ら
抜
け
出
し

て
踊
る
と
い
う
趣
向
の
舞
踊
で
あ
る
。
肩
に
担
げ
た
藤
の
枝
に
お
か
め
の
面
を
付
け

た
藤
娘
、
奴
が
持
つ
毛
槍
を
手
に
す
る
若
衆
、
鬼
の

念
仏
の
鬼
の
面
・
奉
加
帳
・
衣
を
手
に
持
つ
座
頭
が

描
か
れ
る
。
配
役
は
、
藤
娘
…
岩
井
半
四
郎
（
四
世
）
、

若
衆
…
瀬
川
菊
之
丞
（
三
世
）
、
座
頭
…
市
川
八
百

蔵
（
三
世
）
で
あ
る
。

傾
城
反
魂
香

10
半
紙
本

十
行
本(

一
部
十
一
行
本
）

一
冊

『
傾
城
反
魂
香
』
は
、
近
松
門
左
衛
門
作
の
浄
瑠
璃
。
宝
永
五
年
（
推
定
）
竹
本
座

初
演
。
宝
永
五
年
二
月
に
没
し
た
江
戸
の
歌
舞
伎
役
者
中
村
七
三
郎
追
善
と
し
て
近

松
が
作
劇
し
た
作
品
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
十
一
年
に
京
都
で
中
村
七
三
郎
が

演
じ
た
『
け
い
せ
い
浅
間
岳
』
は
、
大
評
判
で
あ
っ
た
が
、『
傾
城
反
魂
香
』
に
は
、

そ
の
『
け
い
せ
い
浅
間
岳
』
の
趣
向
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

〔
桜
時
花
吉
原
〕

11
大
判
錦
絵

三
枚

一
勇
斎
国
芳
画

川
口
屋
正
蔵
版

う
き
世
又
平
…
関
三
十
郎
、
六
字
南
無
右
衛
門
実
は
さ
ゝ

ら
三
八
…
中
村
芝
翫
、
又
平
女
房
お
つ
た
…
岩
井
杜
若
。

上
部
に
三
者
の
台
詞
が
書
か
れ
て
い
る
。
刀
と
錫
杖
で
打

ち
合
う
三
十
郎
と
芝
翫
の
後
ろ
に
は
、
大
津
絵
を
貼
っ
た

屏
風
が
倒
れ
て
お
り
、
三
十
郎
の
後
に
は
絵
具
皿
と
筆
が

見
え
る
。
極
め
印
は
あ
る
が
干
支
の
印
が
な
い
た
め
、
板

行
の
年
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
と
似
通
っ
た
錦
絵
が
二
種

あ
る
。
一
つ
は
早
稲
田
演
劇
博
物
館
所
蔵
、
も
う
一
つ
は

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
で
あ
る
。
こ
の
内
、
演
劇
博
物
館
蔵

の
錦
絵
は
、
志
水
文
庫
蔵
と
同
じ
一
勇
斎
国
芳
画
で
、
配

役
も
一
致
す
る
が
、
構
図
は
少
し
異
な
る
。
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
蔵
の
錦
絵
は
、
五
渡
亭
国
貞
画
で
、
構
図
は
志
水
文

庫
蔵
の
も
の
と
似
通
う
が
、
「
又
平
女
房
お
つ
た
」
で
は
な

く
、
瀬
川
多
門
扮
す
る
「
又
平
娘
お
り
う
」
が
描
か
れ
る
。
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さ
て
、
関
三
十
郎
と
中
村
芝
翫
が
同
座
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
浮
世
又
平
」
と
「
六
字
南

無
右
衛
門
」
を
演
じ
た
の
は
、
天
保
四
年
三
月
三
日
か
ら
江
戸
中
村
座
で
上
演
さ
れ

た
『
桜
時
花
吉
原
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
松
門
左
衛
門
作
『
傾
城
反
魂
香
』
の
世

界
を
利
用
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
又
平
女
房
は
中
村
芝

鶴
が
、
娘
は
瀬
川
多
門
が
演
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
錦
絵
と

一
致
す
る
の
で
あ
る
。
志
水
文
庫
と
演
劇
博
物
館
の
も
の
は
早
い
段
階
で
の
予
定
稿

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

浮
世
又
平
名
画
奇
特

12
大
判
錦
絵

二
枚

一
勇
斎
国
芳
画

越
村
平
助
版

嘉
永
六
年

浮
世
又
平
が
大
津
絵
を
描
い
て
い
る
と
、
絵
か
ら
藤
娘
ほ
か
の
画
像
が
抜
け
出
し
て

く
る
と
い
う
図
。

の
『
傾
城
反
魂
香
』
か
ら
生
ま
れ
た
趣
向
の
一
つ
。
国
芳
に
は

10

同
趣
向
の
「
流
行
逢
都
絵
希
代
稀
物
」(
嘉
永
元
年)

が
あ
る
。

こ
の
絵
は
、
浮
世
又
平
以
下
す
べ
て
役
者
の
似
顔
絵
に
な
っ
て
い
る
。『
藤
岡
屋
日
記
』

嘉
永
六
癸
丑
年
七
月
条
に
、
こ
の
絵
が
大
評
判
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

絵
に
様
々
な
評
判
が
付
さ
れ
る
中
で
、
絵
の
中
の
文
字
が
忌
諱
に
ふ
れ
、
発
売
停
止

と
な
っ
て
し
ま
う
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
重
三
編
集
『
国
芳
』（
平
凡
社
）
の
解

説
に
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

鷹
匠
若
衆
の
左
袖
に
「
か
ん
」
と
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
疳
公
方
と
い
わ
れ
た

十
三
代
将
軍
家
定
を
宛
て
た
と
風
評
が
立
ち
、
八
月
に
は
大
い
に
売
れ
た
由
を
伝

え
、
忌
諱
に
ふ
れ
、
板
元
は
販
売
停
止
、
板
木
な
ら
び
に
手
持
ち
品
没
収
、
刊
行

を
許
可
し
た
行
事
は
入
れ
替
え
と
な
る
。

な
お
、
発
売
停
止
に
至
っ
た
の
は
、
ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航
に
右
往
左
往
す
る
幕
閣
を

揶
揄
し
た
図
で
あ
る
と
い
う
風
評
の
為
と
い
う
説
も
あ
る
。

ひ
ら
か
な
盛
衰
記

13
半
紙
本

七
行
本

一
冊

加
島
屋
清
助
他
版
の
後
印
本

元
文
四
年
四
月
十
一
日
大
坂
竹
本
座
初
演
の
浄
瑠
璃
。
作
者
は
、
文
耕
堂
・
三
好
松

洛
・
浅
田
可
啓
・
竹
田
小
出
雲
・
千
前
軒
。

木
曽
義
仲
と
そ
の
子
駒
若
丸
、
家
来
の
樋
口
次
郎
兼
光
、
鎌
田
隼
人
と
そ
の
娘
を
廻

る
物
語
と
、
梶
原
源
太
を
廻
る
物
語
を
取
り
混
ぜ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
鎌
田
隼

人
の
娘
の
千
鳥
と
お
筆
姉
妹
で
、
千
鳥
は
梶
原
源
太
の
恋
人
で
あ
り
、
お
筆
は
木
曽

義
仲
の
御
台
所
山
吹
御
前
の
腰
元
と
い
う
立
場
に
あ
り
、
木
曽
義
仲
と
梶
原
源
太
と

い
う
二
つ
の
物
語
を
繋
ぐ
。
大
津
絵
が
出
て
く
る
の
は
三
段
目
の
追
分
の
旅
籠
屋
の

場
面
と
そ
の
後
の
船
頭
権
四
郎
の
家
の
場
面
で
、
大
津
絵
の
「
座
頭
」「
鬼
の
念
仏
」

「
外
法
の
梯
子
剃
り
」
が
出
て
く
る
。

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
絵
尽

14
半
紙
本

一
冊

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
初
段
か
ら
五
段
目
ま
で
の
絵
尽
。
８
丁
表
が
船
頭
権
四
郎
家

の
場
面
。
本
文
に
あ
る
通
り
に
襖
に
「
鬼
の
念
仏
」
と
「
外
法
の
梯
子
剃
り
」
が
貼

ら
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

大
津
絵

大
日
如
来

15
軸
装
一
幅

三
枚
継
ぎ

蓮
台
に
座
し
て
智
拳
印
を
結
ぶ
大
日
如
来
図
。
大
津
絵
の
大
日
如
来
は
現
存
例
が
少

な
く
、
他
に
町
田
市
立
博
物
館
所
蔵
の
一
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

大
津
絵

阿
弥
陀
仏

16
額
装
一
面

二
枚
継
ぎ

阿
弥
陀
仏
の
独
尊
図
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
が
立
っ
て
い
る
朱
色
の
丸
は
蓮
台
、
そ
の

下
の
白
緑
は
雲
を
表
す
。
来
迎
印
を
結
ん
で
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
は
阿
弥

陀
来
迎
図
の
一
種
と
言
え
る
。
阿
弥
陀
仏
の
姿
を
描
い
た
仏
画
は
数
多
く
あ
る
が
、

大
津
絵
で
は

の
よ
う
な
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
が
多
く
独
尊
図
は
少
な
い
。
し
か
し
、

17

４
『
東
海
道
名
所
記
』
で
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
大
津
絵
の
一
つ
は
、

の
阿
弥
陀

16

仏
図
と
似
通
っ
て
い
る
。
現
存
し
な
い
だ
け
で
、
阿
弥
陀
仏
独
尊
図
も
大
津
絵
の
一

パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
津
絵

阿
弥
陀
三
尊
来
迎

17
軸
装
一
幅

三
枚
継
ぎ

中
央
に
来
迎
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
仏
、
阿
弥
陀
仏
の
左
に
蓮
台
を
持
っ
た
観
音
菩
薩
、

右
に
合
掌
し
た
勢
至
菩
薩
を
描
く
。
足
下
に
は
蓮
台
が
描
か
れ
、
蓮
台
は
雲
に
乗
っ

て
い
る
。
典
型
的
な
来
迎
図
の
形
式
で
あ
る
。
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大
津
絵

十
三
仏

18
額
装
一
面

三
枚
継
ぎ

人
が
亡
く
な
る
と
、
忌
日
ご
と
に
法
要
を
行
う
が
、
初
七

日
か
ら
三
十
三
年
忌
の
間
の
忌
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
本
尊
と

さ
れ
る
仏
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
忌
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
本
尊
を
描
い
た
軸
を
掲
げ
て

法
要
を
行
う
が
、
十
三
仏
は
そ
の
本
尊
を
す
べ
て
一
面
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
右

下
の
不
動
明
王
と
下
か
ら
二
段
目
中
央
の
地
蔵
菩
薩
以
外
は
、
ど
れ
が
ど
の
仏
で
あ

る
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
如
来
と
菩
薩
の
描
き
分
け
は
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

大
津
絵

八
幡
神

20
額
装
一
面

三
枚
継
ぎ

八
幡
神
を
描
い
た
大
津
絵
は
、
町
田
市
立
博
物
館
、
日
本
民
藝
館
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点

所
蔵
す
る
。
志
水
文
庫
を
含
む
三
点
と
も
、
山
上
で
白
馬
に
跨
が
り
、
弓
を
手
に
し

て
、
矢
を
背
負
う
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
町
田
市
立
博
物
館
と
日
本
民
藝
館
の
八
幡

神
は
似
通
っ
て
お
り
、
図
録
解
説
で
も
「
同
一
作
者
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
が
、
志

水
文
庫
の
八
幡
神
は
、
構
図
は
同
じ
で
も
描
き
手
は
異
な
る
。

大
原
神
社
絵
馬

踊
り
子
図
（
福
知
山
市
有
形
民
俗
文
化
財
指
定
）

お
お
ば
ら

19
木
製

万
治
元
年
九
月
二
十
七
日

平
安

服
部
太
左
衛
門
奉
納

京
都
府
福
知
山
市
三
和
町
大
原
に
鎮
座
す
る
大
原
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
。

大
原
神
社
に
は
三
十
三
点
の
絵
馬
が
現
存
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
福
知
山
市
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
奉
納
の
年
が
明
ら
か
な
も
の
の
中
で
、
慶
長
四
年

奉
納
の
「
神
馬
図
（
白
馬
・
黒
馬
）」
に
つ
い
で
古
い
の
が
、
こ
の
万
治
元
年
奉
納
の

「
踊
子
図
」
で
あ
る
。
平
成
十
六
年
大
原
神
社
で
こ
の
絵
馬
を
見
つ
け
た
信
多
先
生

は
、
踊
子
が
手
に
す
る
の
は
樒
の
枝
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
愛
宕
参
り
の
図
」
で
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
が
、
大
津
絵
「
藤
娘
」
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
と
考
証
さ
れ
た
。

大
津
絵

天
神

21
軸
装
一
幅

三
枚
継
ぎ

天
神
す
な
わ
ち
菅
原
道
真
を
描
い
た
大
津
絵
は
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、

大
津
絵
に
関
す
る
も
っ
と
も
古
い
文
字
資
料
で
あ
る
『
似
我
蜂
物
語
』
で
「
大
津
あ

わ
た
口
の
辺
に
て
売
天
神
の
御
影
を
」
と
出
て
く
る
よ
う
に
、
天
神
の
図
は
大
津
絵

の
古
く
か
ら
の
画
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
衣
冠
束
帯
姿
の
座
像
で
、
背

後
に
梅
と
松
が
描
か
れ
て
い
る
典
型
的
な
天
神
図
で
あ
る
。

呉
春
画

鬼
の
寒
念
仏

22
紙
本
淡
彩

一
軸

墨
染
め
の
衣
を
着
て
鐘
を
首
か
ら
掛
け
た
鬼
の
図
が
描
か
れ
、「
呉
春
」
の
印
が
押
さ

れ
て
い
る
。
呉
春
は
四
条
派
の
画
家
で
あ
り
、
俳
人
。
与
謝
野
蕪
村
の
門
弟
で
あ
る
。

こ
こ
に
描
か
れ
た
鬼
の
図
は
、
大
津
絵
の
画
題
「
鬼
の
念
仏
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

画
賛
は
「
い
ま
し
め
の
ほ
の
に
ほ
ひ
け
り
寒
念
仏
」
、
「
東
成
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。
「
東
成
」
は
、
蕪
村
の
号
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
蕪
村
の
句
は
、
『
蕪
村
全
集
』

巻
一
に
よ
れ
ば
、〈
遺
草
〉
で
あ
り
制
作
年
は
未
詳
の
句
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
句
自
体
は
、
特
に
大
津
絵
と
は
関
連

が
な
い
が
、
呉
春
は
「
寒
念
仏
」
か
ら
大
津
絵
の
「
鬼
の

念
仏
」
を
連
想
し
て
取
り
合
わ
せ
た
。
蕪
村
と
呉
春
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
大
津
絵
に
因
ん
だ
作
品
が
複
数
あ
る
。「
大
津

絵
に
糞
落
し
行
く
燕
か
な
」(

蕪
村
自
筆
句
帳
）
な
ど
。

地
し
ん
ど
う
化
大
津
ゑ
ぶ
し

23
錦
絵
一
枚

大
津
絵
節
は
万
歳
楽
永
生
作

大
津
絵
の
画
題
を
も
じ
り
、
地
震
と
そ
の
後
の
世
相
を
描
い
た
も
の
。
画
面
上
部
に

大
津
絵
節
を
も
じ
っ
た
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
鯰
絵
」
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
「
鯰
」
か
ら
「
瓢
箪
鯰
」
「
大
津
絵
」
と
連
想
さ
れ
た
か
。
国
会
図

書
館
蔵
の
同
錦
絵
は
、
錦
絵

枚
か
ら
な
る
「
安
政
大
地
震
絵
」
の
中
に
綴
じ
ら
れ

97

て
い
る
。

☆
鯰
絵
…
当
時
、
大
鯰
が
地
下
で
暴
れ
る
と
地
震
が
起
き
る
と
い
う
俗
信
の
元
に
制

作
さ
れ
た
絵
。
安
政
の
大
地
震
の
後
多
く
制
作
さ
れ
た
。

狂
画
大
津
絵

24
大
判
錦
絵
一
枚

制
作
年
、
作
者
未
詳
の
錦
絵
。
大
津
絵
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
藤
娘
・
鷹
匠
・
槍

持
奴
・
鬼
の
念
仏
・
弁
慶
・
座
頭
・
瓢
箪
鯰
の
猿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
よ
く
見
る

と
鷹
匠
が
藤
の
枝
を
持
ち
、
藤
娘
は
懐
手
で
手
紙
を
読
ん
で
い
る
。
鬼
の
念
仏
が
弁
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慶
の
七
つ
道
具
と
奴
が
持
つ
毛
槍
を
持
ち
、
墨
染
め
の
衣
を
着
た
弁
慶
は
象
に
乗
っ

て
い
る
。
半
裸
の
奴
の
横
に
は
鬼
の
念
仏
が
持
つ
鉦
が
落
ち
て
お
り
、
奴
が
追
う
の

は
鷹
に
見
え
る
が
実
は
酒
瓶
に
羽
が
生
え
た
も
の
で
、
座
頭
が
拾
お
う
と
し
て
い
る

の
は
生
首
で
あ
る
。
絵
の
全
て
が
あ
べ
こ
べ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
狂
画
と
は
、

ふ
ざ
け
て
描
い
た
絵
、
滑
稽
な
絵
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
大
津
絵
自
体

に
狂
画
の
性
格
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

絵
を
幕
末
期
の
社
会
を
風
刺
し
た
も
の
と
い
う
解
釈
も
あ
る
。

程
芳
流
行
大
津
絵

25
大
判
錦
絵

三
枚

一
勇
斎
国
芳
画

伊
場
屋
仙
三
郎
版

十
枚
揃
い
の
錦
絵
の
内
の
志
水
文
庫
所
蔵
は
こ
の
三
枚
の
み
。
制
作
時
期
は
天
保
十

四
年(

1
8
4
3
)

か
ら
弘
化
三
年(

1
8
4
6
)

。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
歌
舞
伎
や
読
本
に
登

場
す
る
人
物
で
あ
る
が
、
画
面
上
に
コ
マ
絵
で
描
か
れ
た
大
津
絵
と
よ
く
似
た
ポ
ー

ズ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
図
柄
は
見
立
絵
の
一
変
形
で
、「
絵
兄

弟
」
と
呼
ば
れ
る
。
各
図
に
は
狂
歌
賛
が
あ
る
。
十
枚
に
描
か
れ
た
大
津
絵
は
、
槍

持
奴
・
釣
鐘
弁
慶
・
座
頭
・
外
法
の
梯
子
剃
り
・
鬼
の
念
仏
・
鷹
匠
・
酒
飲
み
奴
・

藤
娘
・
鬼
の
行
水
・
猫
と
鼠
で
あ
る
。
志
水
文
庫
蔵
の
三
枚
に
描
か
れ
て
い
る
の
は

奴
伊
平
（
槍
持
奴
）
、
清
水
冠
者
義
高
（
座
頭
）
、
加
藤
左
エ
門
（
酒
飲
み
奴
）
で
あ

る
。河

鍋
暁
斎
と
大
津
絵

26
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
河
鍋
暁
斎
の
絵
に
は
、
大
津
絵
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
複
製
か
ら
そ
の
一
部
を
展
示
し
た
。

志
水
文
庫
の
大
津
絵
と
大
原
神
社
の
絵
馬
「
踊
り
子
図
」
目
録

場
所

神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
展
示
室

期
間

二
〇
一
八
年
二
月
五
日
（
月
）
～
三
月
三
十
日
（
金
）

土
日
祝
日
休
室

時
間

午
前
一
〇
時
～
午
後
五
時

神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー


